
令和４年 10 月 26 日 

 

令和４年度 第２回 学校運営協議会 

 

＜運営協議会委員＞ 

名  前 職  名 

 松 宮 新 吾  追手門学院大学教授 

 河原林 昌 樹  弁護士 

 橘   朋 伸  門真市立第二中学校長 

 三 村 泰 久  門真市立脇田小学校長 

 髙 山 拓 也  門真市教育委員会 

野村 洋二郎  門真なみはや高校ＰＴＡ会長 

        

＜事務局＞ 

瓜 生 彩 子  教頭 新 井 健太郎 生徒指導部長 

久 森 雅 代 事務長 山 木 菜 美 生徒会指導主担 

宮 薗 賢 二 首席・総務部長 黒 田 いつみ 保健部長 

山 村 裕 子 首席 小 田  悟 ３学年主任 

加 藤 勝 哉 教務部長 山 田 浩 二 ２学年主任 

野 村 明日香 進路部長 金  秀 好 １学年主任 

 

＜開催日時＞ 令和４年 10 月 26 日  14 時 15 分～16 時 30 分 

 

＜内容＞ 

○学校長挨拶 

○授業見学 

 ※授業の他に「JENESYS2022」日中高校生オンライン交流の様子も見学 

○議事 

        ＜審議事項＞ 

        １ 令和４年度学校経営計画の進捗について 

２ スクールミッション・スクールポリシーについて 

３ 教育活動に係る保護者からの意見について         

＜報告事項＞ 

        １ 第１回授業アンケートについて 

２ 各学年・分掌より 

        ３ その他            

         

 

 

 



＜授業見学の感想＞ 

・本日の日中オンライン交流（※外務省推進のもと、公益財団法人 日中友好会館の主催）

は、今までにない活動の授業でよかった（複数）。最先端のものを見ることができた。 

・（オンライン交流は）生徒が海外の文化に接することができる良い機会である。 

・いつも生徒が生き生きとしている。 

・フィールドの授業は、生徒が主体になる授業、先生が前に出ていない授業でよかった

（複数）。中学もそうしていかなければと思った。 

・ICT の活用について年々レベルが上がっている。キャリア教育の大切さを実感した。小

学校でどうしていくか考える機会となった。 

・オンライン交流の様子を見て、コミュニケーションのツールとしての英語の大切さを実

感した。今後小中学生にどのように英語を学ばせていくか考える必要を感じた。 

・オンラインの授業は生徒がマネジメントをしていてよかった。パフォーマンスについて

は、相互やり取りとなるよう、もうひと工夫必要。 

・体育のマット運動では生徒同士の教えあい、学びあいがあった。 

・ 

＜審議事項＞ 

○学校経営計画(進捗状況)について（第 1号議案） 

（報告）グローバル人材の育成について 

 ・コロナ禍において、本年度も海外研修の実施は見送ったが、本年度も国内にいる留 

学生との交流プログラムを計画中。 

   

Q1:「４ 安全で安心な魅力ある学校づくり」の「生徒の規範意識の醸成に努める」

について遅刻者の数字はどのようになっているか。 

A1: どの学年も過去４年間で一番少ない数字。 

 

Q2: 多様性を認める時代、ある程度生徒が制服を選択できるようになっているか。 

A2: 女子についてはスカートかスラックス、男子についてはスラックスとなっている

が、校長が認めることで男子もスカートを着用できる。 

     

・ジェンダー問題を学校運営に反映していただきたい。教員同士で議論を高めること

でお互いの信頼関係を深めるきっかけになる。 

・文化的な背景を持っている生徒も多いので更衣室・トイレも含め、今後も必要な生

徒に対して配慮をお願いする。 

・学校の民主化が生徒の民主化につながると思う。 

 

     ➡（第 1号議案） 承認 

 

○スクールミッション・スクールポリシーについて（第２号議案） 

（報告）現在の「素案」を提示。 

   



Q1:学校経営計画の「めざす学校像・基本となる目標」について、「スクールミッシ

ョン」と重なる部分はあるか？ 

A1:重なる部分はある。「スクールミッション」のほうがより長期的目標である。 

 

・ミッションとアセスメントは一体である。評価できる目標（指標）で設定されたら 

いいと思う。 

 

     

     ➡（第２号議案） 承認 

 

＜報告事項＞ 

○第１回授業アンケート結果について 

  教科ごとの集計結果を提示。 

 

○国際交流の取組みについて報告 

  ・本日の日中オンライン交流及び 11 月に実施予定の「留学生と巡る京都 in English」

について報告。 

Q1: 「留学生と巡る京都 in English」の留学生の人選はどのようにしているか？ 

A1:（株）ワックジャパンより派遣してもらっている。大変優秀な留学生ばかり。昨

年度同プログラムでは、最初恥ずかしがっていた生徒も、本校 NET のファシリテ

ートもあり、最後は打ち解けることができた。 

 

 ・外国人向けツアーガイドを行っている MK タクシーも最近は、日本人対象に、英語に

よる京都観光案内をやっているようである。このようなものも利用できると思う。 

 

 

次回開催日時は、１月 25 日(水)または 18 日（水）で調整中 


